
　1か月ごとに配信される講義をオンラインで視聴し、ご自宅などご自身のお好みの
環境で、お好きな時間に学習していただけるコースです。本コースでは、教育評価の
基本的な考え方と進め方を学びます。今年度は昨年度から1講義追加し、全6講義を
配信いたします。忙しい方や遠方の方、また今までの復習をしたい方にお勧めです。

※各回1時間程度の講義と、ミニ・テスト（自動採点）で構成されています。　※合格点に達した方に修了証を発行いたします。
※第1回～第5回は、昨年度に実施したものと同じ内容です。　※第6回は昨年度の「実践づくりフォローアップ講習」のオンライン講義と同じ内容です。

プログラム
配信開始日 内容 詳細

第1回 9月16日（水） 「2017・2018年改訂学習指導要領の特徴」
西岡加名恵 教授

「資質・能力」、アクティブ・ラーニング、「見方・考え方」、パ
フォーマンス評価といったキーワードを解説します。

第2回 10月14日（水） 「『目標に準拠した評価』の基本的な考え方」
西岡加名恵 教授

指導要録変遷の歴史を振り返るとともに、「目標に準拠し
た評価」の意義と課題を確認します。

第3回 11月18日（水） 「パフォーマンス課題の作成」
西岡加名恵 教授

「逆向き設計」論に基づくパフォーマンス課題の作り方に
ついて、ステップ・バイ・ステップで学びます。

第4回 12月16日（水） 「ルーブリックとポートフォリオの活用」
西岡加名恵 教授

ルーブリックやポートフォリオの作り方、ならびに活用の
仕方について解説します。

第5回 1月20日（水） 「2019年改訂指導要録のポイント」
石井英真 准教授

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（2019
年1月）の要点を説明します。

第6回 2月17日（水） 「学校ぐるみの授業改善の進め方」
石井英真 准教授

授業づくりの基本的な考え方とともに、学校ぐるみで授業改善
に取り組む上で校内研修等のあり方についても解説します。
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専門は教育方法学（カリキュラム論・教育評価論）
です。パフォーマンス評価の研究開発、学校にお
けるカリキュラム改善の進め方などに関心を持っ
ています。本コースが、評価に関する先生方の悩
みを解決する一助となることを願っています。

【主な著書】 『教科と総合に活かすポートフォリオ評価法』（単著、図書文化、2003
年）、『教科と総合学習のカリキュラム設計』（単著、図書文化、2016年）、『「資質・
能力」を育てるパフォーマンス評価』（編著、明治図書、2016年）、『教科の「深い
学び」を実現するパフォーマンス評価』（共編著、日本標準、2019年）、『「逆向き
設計」実践ガイドブック』（共編著、日本標準、2020年）など。

西岡 加名恵
京都大学大学院教育学研究科 教授

専門は教育方法学（学力論）です。学校で育成すべ
きで、育成可能な資質・能力の中身をモデル化し、
それを育成するためのカリキュラム・授業・評価の
あり方について、理論的・実践的に研究しています。
本コースが、それぞれの先生方や学校の評価改善
を支え励ますものになることを願っています。

【主な著書】『 今求められる学力と学びとは―コンピテンシー・ベースのカリキュラム
の光と影』（単著、日本標準、2015年）、『小学校 新指導要録改訂のポイント』（共編著、
日本標準、2019年）、『再増補版・現代アメリカにおける学力形成論の展開』（単著、
東信堂、2020年）、『授業づくりの深め方』（単著、ミネルヴァ書房、2020年）など。

石井 英真
京都大学大学院教育学研究科 准教授

講　　師

京都大学大学院教育学研究科

E.FORUM 2020
全国スクールリーダー育成研修

日 程

対 象

環 境

受講料

2020年 9月から2021年 2月まで
毎月配信（全6回の講義）

学校・教育委員会の関係者、学生など（定員なし）

インターネット

8,000円（税込） ※銀行振込またはPaypal

※振込先等の詳細については、お申込み受付の際に事務局からお送りする
メールにてお知らせいたします。

※本学都合以外での入金後の返金は一切できません。何卒ご了承くださいませ。


